
劇．

1脚　Ｉｌｌ

脚

ｌｍｌｌｌｌｌｌｌｍｍ

Ⅶ
刷
刷

日
日
　
川
日
間

ｌ

　

　

　

　

＝

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

　

．

．

Ｈ

Ｗ
脚
脚

皿
亜
ル
川
期

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｌ

順
刷
脚

脚5月25。

第381号

毎　月10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

子どもたちのレクリエーション活動を

もっと活発に
．1

レク・ダンス指導者講習会

5月18日、町民会館ホールに子ども会、婦人会、青年団、公民館長、スポーツ少年団の

指導者を集めて、レクリェーションダンスの指導者講習会が行われました。これは、地域

子ど．鳥会やその他の少年団体活動でのレクリェーションの振興をはかることを目的として

初めヤ行われたもので、各種の団体から30人余りのかたがたが集り、子どもたちめ団体活

動の串で行われるレクリェーションを、一層楽しいものにするためにもと、この日の講習

会では、なごやかなふんい気の中にも真剣にレク・ダンスを習っていました。

○

町の人口

（52年4月末現在）

人　口　24，897

男12，043

女12，354

世帯数　7，426
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五

十

円

の

印

紙

税

が

す
　
べ
　
て
百
円
に

に
な
り
ま
す
。

㊥
　
土
地
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約

書
、
手
形
、
売
上
代
金
の
受
取
書
等

の
う
ち
高
額
な
契
約
金
額
や
、
高
額

な
受
取
金
額
の
も
の
の
印
紙
税
額
が

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

㊥
　
継
続
的
取
引
の
基
本
と
な
る
契

約
書
、
判
取
帳
な
ど
一
律
の
印
紙
税

額
が
二
倍
に
な
り
ま
し
た
。

④
　
売
上
代
金
の
受
取
書
の
う
ち
、

受
取
金
額
の
記
載
の
あ
る
文
書
を
引

用
し
て
い
る
も
の
は
、
た
と
え
受
取

書
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
引
用
し
た
金
額
と
同
じ
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
受

取
金
額
に
応
じ
た
印
紙
税
が
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
免
税
点
（
三
万
円
未
満
の
受

取
書
な
ど
）
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
り
ま

せ
ん
。

五
月
一
日
か
ら
印
紙
税
の
税
額
が
か

わ
り
ま
し
た
。

印
紙
税
は
、
「
契
約
書
」
、
「
手
形

」
、
「
委
任
状
」
、
「
領
収
書
」
な
ど

の
一
定
の
文
書
に
ふ
つ
う
、
こ
れ
ら
の

文
書
を
つ
く
っ
た
人
が
、
定
め
ら
れ
た

金
額
の
収
入
印
紙
を
は
り
つ
け
、
こ
れ

に
消
印
を
し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

印
紙
税
の
か
か
る
文
書
に
は
、
い
ろ

い
ろ
の
種
類
の
も
切
が
あ
り
、
ま
た
、

同
じ
種
類
の
文
書
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
に
よ
っ

て
、
納
め
る
印
紙
税
の
税
額
が
異
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
文
書
を
つ
く

る
際
に
は
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
よ
く

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

な
お
、
改
正
印
紙
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
役
場
窓
口
に
お
い
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点

①
　
こ
れ
ま
で
五
十
円
の
印
紙
税
額

で
あ
っ
た
も
の
の
印
紙
税
額
が
百
円

－お届け交付一

近

く

の

た

ば

こ

屋

さ

ん

で

水
巻
町
職
員

採

用

試

験

（
土
木
建
築
技
術
職
員
）

▽
受
付
時
間
　
5
月
2
5
日
～
6
月
3
日

9
時
～
1
7
時
（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で

日
曜
を
除
く
）
郵
送
の
場
合
は
5
月

2
8
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で

▽
試
験
の
種
類
・
採
用
予
定
数

土
木
技
術
職
員
　
2
名

建
築
技
術
職
員
　
1
名

（
町
の
行
う
土
木
・
窪
築
技
術
関
係

の
調
査
設
計
監
督
事
務
に
従
事
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
㌘
年
7
月
2
日
か

ら
昭
和
3
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

た
も
の

▽
受
験
手
続
き

り
申
込
用
紙
請
求
先
・
申
込
先

水
巻
町
役
場
人
事
課
（
郵
送
で
請

求
ま
た
は
申
込
み
の
と
き
は
封
簡
の

表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
ま
た

は
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
の
こ
と
）

の
受
験
票
の
交
付

申
込
書
を
受
理
し
た
と
き
に
受
験

票
を
郵
送
し
ま
す
。
6
月
1
0
日
ま
で

に
受
験
票
が
到
着
し
な
い
と
き
は
、

役
場
人
事
課
に
連
絡
を

そ
の
他
の
問
い
合
せ
は
水
巻
町
役
場

人

事

課

（

審

6

0

1

・

4

3

2

1

）

　

へ

▽
給
与
　
町
給
与
条
例
の
規
定
に
よ
る

戸
籍
謄
・
抄
本

住

民

票

が

と

れ

ま

す

戸
籍
謄
本
・
住
民
票
は
、

近
く
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
と

⑥
樋
口
商
店
街
入
口

⑦
猪
熊
バ
ス
停
前

山
本
商
店

岡
部
商
店

れ
ま
す
。

勤
務
の
都
合
な
ど
で
役
場
ま
で
来
る

時
間
の
な
い
か
た
の
た
め
に
、
町
内
の

七
カ
所
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
も
、
戸
籍

謄
本
・
抄
本
・
住
民
票
が
と
れ
る
「
お

届
け
交
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
ま
れ
た
翌
日
に
は
そ
の
店
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
申
込
み
も
簡

単
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
お
届
け
交
付
」
の
で
き
る
た
ば
こ

屋
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

¢
二
町
営
住
宅
入
口
　
原
口
商
店

㊥
下
二
町
営
住
宅
バ
ス
停
前

千
々
和
た
ば
こ
店

㊥
吉
田
団
地
前
　
白
石
商
店

④
鯉
口
バ
ス
停
横
ノ
小
田
商
店

⑤
新
生
街
入
口
　
井
上
た
ば
こ
店

「
∴

．∴・．∵

町
内
で
家
を
か
わ
れ
ば

必
ず
転
居
の
届
出
を

一

町
内
で
家
を
変
わ
ら
れ
た
か
た
で
、

住
民
登
録
の
転
居
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
か
た
は
、
住
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
転
居
を
さ
れ
る

か
た
が
あ
れ
ば
、
転
居
と
同
時
に
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
居
の
手
続
き
を
せ
ず
に
、
以
前
の

住
所
で
い
る
と
、
役
場
か
ら
の
文
書
が

ｔ
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
手
続
き
が
遜
れ
た

り
し
ま
す
。

試験日・試験場・試験の方法

執 ，・嘱　 目 種　　 目 試　 験　 場 試 験 の 方 法

第 6 月12 日（砂

教 養
試験

作 文

水巻 町境末

技 術公 務員 と して

1 10 ．00　～・ 必 要 な専門 的知識

次 1 5．30 及 び技 術の能 力 な

試 （受付 らび に一般教 養 に

験 9 ．30から） 880の1

水 巻町 役場

つ いて の筆 記試験

第 第 1 次 試験

口述 試験

公 務員 と して必 要

2 発 表の と き な素質適 性 人柄 、

．次 通 知及 び公 性格 等 につ いて の

試

験

束 す る

ｌ
個別 面接 によ る試

験
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商
工
会
総
代
会
　
で

優
良
従
業
員
を
町
長
表
彰

新

洞

さ

ん

を

は

じ

め

3

　

名

五
月
七
日
に
開
か
れ
た
水
巻
町
商
工

会
総
代
会
の
中
で
、
次
の
三
名
の
か
た

が
優
良
従
業
員
と
し
て
、
水
巻
町
町
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

三
名
の
か
た
と
も
入
店
以
来
、
誠
実

な
仕
事
が
認
め
ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称

略
〕氏

名
・
住
所
・
勤
続
年
数
・
勤
務
先

新
洞
　
等
　
苫
田
三
、
1
2
年
、
株
式

会
社
旭
堂
ベ
ー
カ
リ
ー

小
山
明
美
、
頃
末
、
1
0
年
、
亀
屋
薬

局

藤
山
敏
勝
　
頃
末
、
1
0
年
、
加
来
建

具
製
作
所

老
人
介
護
の
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
六
十
周

年
に
あ
た
り
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

全
国
民
生
委
員
協
議
会
を
始
め
と
し
て

各
都
道
府
県
社
協
、
市
町
村
社
協
及
び

各
民
生
委
員
協
議
会
で
も
、
そ
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
「
老
人
介
護
の
実
態
調

査
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の

・
要
領
で
担
当
民
生
委
員
が
調
査
に
伺
い

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
住
民
の
か
た
の

ご
協
力
を
お
敵
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象

の
要
介
護
老
人
が
同
居
す
る
世
帯
の

介
護
者
を
調
査
の
対
象
と
す
る

㊥
要
介
護
老
人
と
は
、
六
十
五
歳
以

上
で
、
続
け
て
六
か
月
以
上
ね
た
き

り
の
者
と
す
る
。

⑧
世
帯
と
は
、
住
居
を
同
じ
く
し
、

か
つ
、
家
計
を
共
に
す
る
も
の
を
さ

す
（
し
た
が
っ
て
老
人
夫
婦
世
帯
、

老
人
と
そ
の
他
の
同
居
者
の
い
る
世

帯
が
対
象
と
な
る
）

④
同
居
は
、
同
一
敷
地
内
居
住
者
を

含
む

㊥
五
月
一
日
現
在
で
入
院
し
て
い
る

場
合
は
対
象
か
ら
除
く
。

水
道
使
用
料
委
託
徴
収
員

昭
和
五
十
二
年
度
の
水
道
使
用
料
委

託
徴
収
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

徴
収
員
と
徴
収
地
区

越
智
福
代
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二
下

二
、
二
町
住
、
林
住
宅
、
み
ず
ほ
団

地
、
吉
田
ノ
一
、
下
二
町
住

小
田
千
代
江

松
成
輝
代

疋
田
孝
子

入
江
美
知
子

山
下
　
勝

太
田
茂
子

長
田
栄
子

鯉
口
区
、

石
橋
養
子

原
田
キ
ヌ
ヨ

矢
野
シ
メ
子

入
江
興
産
社
宅

苫
田
団
地

吉
田
ノ
二
、
緑
風
園

吉
田
ノ
三

頃
末

机古
賀
、
古
賀
区
、
梅
ノ
木

机
、
宮
ノ
下
社
宅

新
生
街
、
樋
口

猪
熊
、
猪
熊
町
住

高
松
区
、
三
ツ
頭
区

マ　イ　ク　ロ　バス

（3）

山　荘　　巡回時間の変更
6　月1日　～　3　月31日

町では，老人憩いの家のマイクロバス巡回時間を変更し，6

月1日から8月31日まで次の路線図のとおり運行しますのでご

注意ください。

暴
力
犯
罪
の
追
放

暴
力
団
は
県
警
の
強
力
な
取
締
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
結
成
の
団
体
が

出
現
す
る
な
ど
、
全
般
的
に
勢
力
衰
退

の
兆
し
が
見
え
ず
、
け
ん
銃
等
を
使
用

し
た
抗
争
事
件
が
散
発
し
て
い
る
現
状

で
、
さ
ら
に
、
抗
争
の
原
因
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
至
る
と
こ
ろ
に
伏
在
し
て
お
り

時
と
所
を
選
ば
ず
事
件
発
生
の
危
険
を

は
ら
ん
で
い
ま
す
。

暴
力
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
次
の
点

に
注
憩
し
ま
し
ょ
う
。

。
暴
力
団
関
係
者
に
交
通
事
故
の
示

談
や
債
権
の
取
立
て
を
頼
ま
な
い

。
暴
力
団
に
寄
付
金
や
み
か
じ
め
料

を
出
さ
な
い

。
暴
力
団
関
係
者
か
ら
借
金
し
た
り

暴
力
団
が
関
係
す
る
取
引
に
参
加
し
な

1
1

し

億

人

盗

の

防

止

春
の
腸
気
に
誘
わ
れ
て
家
を
留
守
に

す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
こ
の
ス
キ
を

狙
っ
た
空
巣
狙
い
な
ど
侵
入
盗
の
被
害

が
多
く
な
り
ま
す
。

空
巣
狙
い
な
ど
の
侵
入
盗
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
を
励
行
し
ま
し
よ

－
つ
0

。
ち
ょ
っ
と
で
も
留
守
に
す
る
と
き

は
隣
の
人
に
ひ
と
声
か
け
て
、
留
守
中

の
用
心
を
た
の
み
ま
し
ょ
う
。

。
お
出
か
け
や
お
や
す
み
の
と
き
は

碓
実
に
戸
締
り
し
ま
し
ょ
う

。
木
製
ガ
ラ
ス
窓
に
」
気
シ
ザ
締
り

」
、
サ
ッ
シ
戸
に
は
「
フ
ァ
ス
ナ
ー
ロ

ッ
ク
」
や
「
サ
ッ
シ
し
ま
り
」
な
ど
の

補
助
錠
を
取
付
け
て
、
戸
締
り
の
補
強

を
し
ま
し
ょ
う
。
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野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
誕
生
〃
‥

伊
左
座
小
で
結
成
記
念
大
会
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町
内
の
野
球
の
好
き
な
少
年
た
ち

が
集
り
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

結
成
、
五
月
三
日
に
伊
左
座
小
運
動

場
で
結
成
記
念
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。今

回
結
成
さ
れ
た
地
区
は
、
下
二

み
ず
ほ
団
地
、
頃
末
、
樋
口
の
四
団

体
で
す
が
、
他
地
区
で
結
成
を
希
望

す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
に
申
込

め
ば
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

毎
年
盛
ん
に
な
る
少
年
野
球
大
会

と
猪
熊
球
場
の
完
成
は
、
こ
れ
か
ら

の
少
年
野
球
の
発
展
に
一
層
拍
車
が

か
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

待望の猪熊球場が完成・／ｉ
完成記念ソフトボール大会

★日　　時　　6月5日（日）　　　　ｒ

★参加代表チーム　古賀・下ニ・みずほ妻
下二町住

★地元代表チーム　猪熊・アイム電機　享

．1い・・．ｌｌ．．．・ｌ・．．．ｌｌ．．・・ｌｌ叫．．ｌｔ．．．・・ｕ叫・．ｌｌＰ・・．ｌｉｌ．・．．ｌｈ．一．．叩叫．Ｊｈメ．叩．、．．仙・・．．ｌＩ‘．・・．い．．・呵ｌ．．・．．ｈ′・ヾ

し
尿
浄
化
槽

清
掃
標
準
料
金
麦

し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
に
関
す
る
擦
準

料
金
が
県
内
で
次
の
と
お
り
決
っ
て
い

ま
す
。
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

家
産
は
、
こ
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
、

．
ｈ

，
一
1
－
・
・
…
．
．
．
＿
三
．
．
．
デ
．
．
．
．
．
．
，
壬
．
．
・
・
ト

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に
、
児
童

手
当
現
況
届
を
町
老
人
児
童
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
の
状
況
、
養
育
の
状
況
な
ど
を
確

認
す
る
た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以

後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
用
紙
は
老
人
児
童
課
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

酬冊ｌ附

県団

▽
期
日
　
昭
和
5
2
年
8
月
3
日
～
7
日

▽
参
加
資
格
　
福
岡
県
在
住
の
少
年
（

小
学
校
5
年
以
上
の
男
女
）

▽
研
修
地
　
沖
縄
本
島

▽
研
修
内
容
　
沖
縄
少
年
と
の
交
歓
会

見
学
、
少
年
船
ま
つ
り
他

▽
参
加
定
員
　
6
百
名

▽
問
合
せ
と
申
込
み
　
福
岡
市
中
央
区

天
神
一
ノ
一
、
福
岡
県
民
生
部
青
少

年
対
策
課
内
、
青
少
年
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
局
（
魯
　
0
9
2
・
7
5

1
・
0
8
0
5
）

一
声
鉄
牒
些

国
鉄
は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月

十
日
ま
で
を
、
「
鉄
道
妨
害
防
止
運
動

期
間
」
と
定
め
、
跨
切
安
全
通
行
指
導

お
よ
び
置
石
や
線
路
立
入
り
に
よ
る
事

故
防
止
等
に
っ
と
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。交

通
事
故
で
、
幸
せ
な
家
庭
を
一
瞬

の
う
ち
に
悲
劇
の
ど
ん
底
に
突
き
落
さ
′
．

れ
た
話
が
毎
日
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。

▼

ｒＴ．．

昨
年
、
門
司
鉄
道
管
理
局
管
内
で
も

踏
切
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
十
九
人

重
軽
傷
者
が
二
十
八
人
と
数
多
く
の
犠

牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
次
の
こ
と
を
是
非

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

㊥
　
踏
切
で
は
、
か
な
ら
ず
と
ま
っ
て

列
車
が
こ
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
、

わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

㊥
　
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
に
は

踏
切
は
、
は
い
ら
な
い
で
下
さ
い
。

㊥
　
列
車
が
、
通
り
過
ぎ
て
も
、
も
う

一
度
左
右
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

（
複
線
で
は
、
列
車
が
と
お
り
す
ぎ

て
も
反
対
か
ら
列
車
が
や
っ
て
来
ま

す
。
）

㊥
　
レ
ー
ル
に
石
や
釘
な
ど
を
置
い
て

遊
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
列
車
が
脱
線

し
た
り
、
石
が
跳
ね
て
ケ
ガ
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腐敗ダンク方式維持管理清掃料金表

10 17　Ｎ ＯＣｌ 70％ＣユＯＣか 2

（錠 ／ 月 ）
薬 代 （円／ 月 ）

人　　 件　　 貸

（円 ／ Ｈ ）

管理及薬注料金

（円 ／ 月 ）

半年後点検管理料金

（円 ）

清　 掃　 料 金

（円／ 年 ）
合計 金 額 （円 ）

￥38 ，68 0

人槽

（人 ）

′′　 ・

（ｇ ／ 月 ）
5 1 7 ￥ 14 3 ￥　　 9 9 0 ￥ 1 ，1 33 ￥ 3 ，8 5 0 ￥ 2 1 ，23 6

10 2 14 28 6 99 0 1 ，2 76 4 ，4 0 0 2 6 ，6 78 46 ，3 90

15 3 2 1 42 9 1 ，1α） 1 ，5 29 5 ，50 0 32 ，4 13 56 ，2 60

ぱっ気形の維持管理清掃料金表

人　 槽 管　 理　 ま支　 術　 科 汚　 泥　 抜　 取　 料 ｌ点 検 薬 注 管 理 シ　 ー　 デ　 ン　 グ 科 計
簡易奪写譜貢皇 含む （年間1～2回抜取実施） （毎 月 1 匝1）

5 人 ￥ 6 ，600 ￥　7，86 5 ￥　9 ，900 ￥ 1，500 ￥25 ，87 0

7 ヤ；15 0 ． 8 ，47 0 11 ，550 1 ，500 28 ，670

31 ，48010 7 ，7（抑 9，07 5 13 ．200 1，500

浄化槽清掃料金算定要領（普通清掃の場合）

人 様
腐 敗槽 容 量

、（ｄ ）

汲 取 総 量

（ｄ ）

ｉ及　 取　 こ

36 1 当 り
汲 取　 料

作 業

人 員
技 術 料 器 具 損 料 作 業 雑 費 合　　 計

￥ 17 ，6 97

経　　　 費
総　　 計

′′ 金　　 額

5 1． 1 ．5 1 ．9 ￥ 1 94 ￥ 10 ，2 17 3 ￥　 5 ，5（泊 ￥ 1 ，43 0 ￥　 5 50 2 0 ．￥ 3 ，5 39 ￥ 2 1 ，23 6

1 0 1 2 ，0 2 ．6 ・ケ 13 ，9 82 3 6 ，05 0 1 ，5 40 6 6 0 2 2 ，2 32

27 ，0 11

〃 4 ，44 6 26 ，67 8

1 5 2 ．5 3 ．2 2 02 1 7 ，9 9 1 3 6 ，60 0 1 ，6 50 7 7 0 ク 5 ．4 02 32 ．4 13
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－放火をされないように－

家族でいくら火の用心をしていても、他人

から火をつけられるのでは、防ぎようのない

のが放火です。

ダンボール箱、紙類、木くずなど燃え易い

物を屋外に放置したり、住家と別に造られた

物置小室や、倉庫にカギのないものなど不用

心が多く見られます。

商店などでは店の周囲に、空箱その他が山

積みさ咋Ｃいる状態ですが、不用品はぜひ早

目に処理するように心がけて、放火の材料に

ならないよう注意してください。

ドロボウ対策と同じように常夜灯をつける

などして、放火がやりにくいよ．う自衛措置を
十分してほしいものです。

雨期に備え
＼

溝は雨水が流れやすく－
1

梅雨の長降りする季節ですが、お宅の困り

の噂は雨水の流れに支障はないものか、ぜひ

一度確めておちきましょう。

昨年の梅雨までは何でもなかったと思って

もヽ例えば裏里の開発による地形の変化、石
垣積みや土砂くずれ、又は気象の急激な変化

に、よって、いつ集中豪雨となって住宅に浸水

やその他の危険があるかもわかりません。

側溝内の土砂や雑草も早く取り除き、水は

けをよくするように隣近所と協力し合い、水

みちを十分開けておきましょう。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

Ｌま
つ

川
　
を
　
美

今
年
も
雨
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

が
、
八
幡
西
区
折
尾
、
折
尾
駅
前
の
堀

川
水
門
は
一
雨
降
る
と
ゴ
ミ
の
山
。

町
内
に
は
、
こ
の
堀
川
を
は
じ
め
、

赤
水
川
、
曲
川
、
羅
漢
川
な
ど
、
多
く

の
河
川
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
沿
岸
住
民
の
か
た
た
ち
で
河

川
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

し

一

人

一

人

の

心

が

け

で

8
月
の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
6
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
6
・
1
7
・
2
7
日
、
時
間

は
い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

緑
風
園

故
近
藤
　
清
殿
　
近
藤
テ
ル
ヨ
殿

頃
未
申
牟
田

故
福
長
孝
行
殿
　
福
長
善
一
殿

下
二
町
任

故
犬
山
末
雄
殿
　
犬
山
信
子
殿

頃
末
山
手
の
上

故
中
村
一
二
三
殿
　
中
村
峰
子
殿

日
本
炭
礪
職
員
組
合
（
新
川
隆
昌
組

合
長
、
5
百
3
0
人
）
の
解
散
式
が
四
月

十
日
町
民
会
館
で
行
わ
れ
、
こ
の
時
、

組
合
事
務
所
を
売
却
し
た
と
き
の
益
金

と
し
て
多
額
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

文部大臣奨励蛍を受賞した新

制作座の「泥かぶら」が水巻中　　≪心豊かな町づくりに≫

学校で公演されます。

前売券の申込みは、町商工会

町商工会青年部が

町

内

　

あ
′
／
ｌ
ヽ

公　演　「泥かぶら」
真山美保作・演出

－新制作座－
期　日　5月29日（日）昼夜2回

昼の部Ｃ13時～）
夜の部（18時～）

「泥かぶら」公演を企画　場　所　水巻中学校体育館
入場料　大人1，800円

小人　　700円



…冊冊ｉ昭和52年5月25日　Ⅲ腑Ⅲ刷肌用Ⅲ肌用刷腑肌用】間冊冊皿

二
　
極
　
混
　
合

予
　
防
　
接
　
種

◇
対
象
児

曲
第
1
期
（
3
回
接
種
）
・
生
後
2
4

か
月
～
4
8
か
月
ま
で
の
幼
児

㊥
第
2
期
（
1
回
接
種
）
・
第
1
期

終
了
後
1
2
か
月
～
1
8
か
月
の
幼
児

◇
実
施
日
時
と
場
所

・

ｌ

回

目

　

6

月

7

・

8

日

・
2
回
目
　
6
月
2
。
。
・
2
9
日

・

3

回

目

　

7

月

1

9

・

2

0

日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

水
巻
町
々
民
会
館

◇
次
に
該
当
す
る
子
ど
も
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

①
熱
の
あ
る
子
ど
も

⑧
慢
性
疾
患
（
腎
ぞ
う
、
肝
ぞ
う
、

糖
尿
病
、
喘
息
な
ど
）
に
か
か
っ
て

い
る
子
ど
も

㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど
も

④
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ

る
子
ど
も

⑤
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
痘

な
ど
に
か
か
っ
て
、
一
か
月
以
上
た

っ
て
い
な
い
子
ど
も

他
に
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
主
治

医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

当
日
は
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し

体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

前
日
ま
で
に
衛
生
係
ま
で
問
診
票
を
と

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
（
問
診
票
は
明

確
に
記
入
の
こ
と
）

日
　
本
　
脳
　
炎

予
　
防
　
接
　
種

◇
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
全
員
1
回
接

種
（
は
じ
め
て
受
け
る
人
は
1
週
間

か
ら
2
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種
）

◇
実
施
期
間
　
5
月
2
0
日
～
6
月
2
0
日 ◇

実
施
場
所
と
時
間
　
町
内
の
各
開
業

医
の
診
療
時
間
内

◇
料
金
　
1
回
に
つ
き
5
盲
6
0
円
（
ヮ

ク
テ
ン
代
の
3
百
5
0
円
は
町
費
負
担

で
す
）
た
だ
し
次
に
あ
げ
る
人
は
無

料
に
な
り
ま
す
。

⑦
生
活
保
護
世
帯

㊥
幼
稚
園
、
保
育
園
児
、
小
学
校
児

童
（
学
童
は
各
学
校
で
接
種
）
、
幼

稚
園
、
保
育
園
な
ど
に
行
っ
て
い
な

い
3
歳
以
上
の
子
ど
も

◇
次
に
該
当
す
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

⑰
有
熱
患
者
、
心
ぞ
う
血
管
系
、
腎

ぞ
う
、
肝
ぞ
う
に
病
気
の
あ
る
人
、

糖
尿
病
、
風
気
、
お
よ
び
医
師
が
予

防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認

め
た
人

㊥
病
後
衰
弱
者
や
著
し
い
栄
養
障
害

の
あ
る
人

㊦
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
や
け
い
れ
ん
体

質
の
人

㊤
妊
産
婦

問
診
票
を
衛
生
係
で
発
行
し
ま
す
の

で
取
り
常
釆
て
く
だ
さ
い
（
生
保
の
か

た
は
カ
し
ド
を
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
）

問
診
票
は
明
確
に
記
入
し
印
鑑
を
必
ず

押
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
職
員
試
験

上
・
中
・
初
級

▽
上
級

受
験
資
格
　
昭
和
1
9
年
4
月
2
日
～

3
1
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間
　
6
月
1
日
～
1
0
日

▽
中
級

受
験
資
格
　
晒
和
2
5
年
4
月
2
日
～

3
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間
　
6
月
1
日
～
1
0
個

▽
初
級

受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
～

3
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間
　
9
月
5
日
～
1
4
日

▽
申
込
み
と
問
合
せ
先
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
2
－
1
0
－
7
、
福
岡
防
衛

施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
（
蜜

0
9
2
・
4
7
2
・
2
3
2
1
）

6月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、虐熊県任、鯉口、猪熊

3日　唐熊県任、鯉口、猪熊

4日　御輪地、草返、垣添、緑風園、猪熊

6日　苫田片山、中央区、猪熊

7日　ヌメリ石、苫田本村、中央区、吉田商

店街、月夜待、吉田川端通り、新生街

8日　高松区、三ツ頭区、伊左座、立屋敷、

苫田県道筋、苫田大橋、古賀

9日　新生街（水巻中下）、吉田宮尾、下二

町住、二、二町住、下二、苫田本村、
机

10日　御輪地、机社宅、頃末（6・11・14

区）

11口　車返、宮ノ下社宅、頃末（6・11・14

1区）
13日　古賀区、樋口

14日　古賀区、吉田団地、樋口

15日　古賀区、吉田団地

16日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、吉田

団地

17日　頃末（15・18・乃区）、松栄荘、美吉

野、下二、二、鯉口区、苫田本村、伊

、ｌ．．、、左座

18日　美吉野、鯉口区

20日　野熊町任

みずほ、古賀県住

みずほ、下二幼稚園通り、樋口、古賀

下二幼稚園通り

梅与木伝

梅ノ木区

樋口

樋口

猪熊

猪熊

日
　
日
　
日
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日
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初夏を彩る魅惑の花々

最新花・旧花・銘花を揃えて

つ　き　展
5月28日（土）から30日（月）まで

毎日午前9時から午後8時まで

水巻町民会館（玄関ホール）

主催　水巻さつき同好会

一一丁日曜在宅医－

5月29日　有留　医院　内・児科　吉田　691・1394

6月5日　長谷川医院　眼　　科　樋口　691・1017

12日　伊藤　医院　皮膚科　頃末　691・0527

19亘渡辺医院外　科頃末691・2616

診察時間は9時から17時、原則として往診はいたしません。
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